
【イベント概要】 

総領事公邸にて，当地日本食普及親善大使として活躍中の末次毅行氏による日

本の食材を活用した多様な日本料理の提供に加え，当地米系著名シェフタマス氏

の協力により，愛媛県産柑橘材料を用いた創作デザートを提供。そのほか，10種

を越える日本酒の試飲，煎茶・抹茶の試飲及びデモンストレーションを実施。本

イベントには，当地で有名レストラン「Bisato」シェフのスコット氏をはじめ

120名を超える出席者を得つつ，サイラス・ワシントン州副知事の日本酒（宮城

県蒼天伝）を用いた乾杯発声が行われた。イベントでは，参加者の日本産品・日

本食に対する理解が深まるよう，料理の前にお品書き・原材料を英語で示すとと

もに，愛媛県からの参加企業及び兵庫県がブースを設置し，各商品の熱心なプロ

モーションが行われた。会場には，復興庁作成の風評被害対策資料を設置。 

シアトル総領事公邸における農林水産物・食品プロモーションイベント 

（米国ワシントン州・シアトル市） 

開催日： 平成２９年３月１６日  
場 所： 在シアトル総領事公邸 
主 催： 在シアトル総領事館 

在シアトル総領事館 

【提供された日本食・日本酒に対する参加者の反応】 

日本食については，様々な種類の料理に，料理方法や食材の入手ルートを問合

せる声が多かった。愛媛県産柑橘系材料を用いたデザートとして，タルトやト

リュフなどの創作料理が提供され，会場では，米国のオレンジとは異なる日本の

柑橘系の味わいに感嘆する声が多く上がった。 

日本酒については，兵庫県産・愛媛県産等が試飲提供された。兵庫県からは，

熱燗・冷燗の飲み方の工夫についても実演紹介され，今まで知らなかった飲み方

を覚えたので，自宅でも味わいたいなどの声が聞かれた。 

【日本食普及の親善大使より，日本料理を学習中の学生紹介】 

【兵庫県・愛媛県，領事館による日本酒の試飲及び説明】 

※画像右はジェームズピア－ド賞受賞の米系著名シェフスコット氏 


